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近代東京の都市空間の形成 と拡大

花 岡 安 則

高 木 勇 夫

1.は じめ に(第 一報)

II.東 京の平面的拡大

1.図 で見 る市街地の拡大状況

2.市 街地整備の政策 と計画

3.鉄 道の敷設 と拡大

4.人 口統計か ら見た路線別の拡大状況

   (以下次号)

皿.東 京 の立 体 的 拡 大(第 二 報)

 1.銀 座

 2.日 比 谷 ・霞 ヶ 関 ・永 田町

 3.丸 の 内 ・大 手 町

4.新 宿

 5.臨 海 部(台 場 ・月 島界 隈)

IV.ま とめ

1 は じめ に

 明治新政府の誕生により，東京は日本の首都 となった。近代社会への移行 と，近代都

市への形成を通 して，東京の人口は増加の一途をたどった。これにともない，都心の開

発だけにとどまらず，郊外は次第に都市化され，東京は外延的な拡大をはじめた。その

一方で，都心に目を向けてみると，低層建築物が主流だった江戸時代まで とは一変 し，

建築物は，明治以降における建築技術の発達 と共に，次第に高層化 していった。

 そこで本論文では，明治期から現在に至るまでの東京を対象に，そこにおける平面

的，立体的拡大が どのように進行 し，また，そのような拡大が，いかなる要因によって

もたらされたものなのかについて明 らかにすると共に，平面的拡大と立体的拡大との間

に， どのような関連があるのかについても検討することとした。

 東京の平面的拡大については，正井泰夫(1985，2000)の 一連の優れた研究を挙げる

ことがで きる。東京の平面的な拡大状況を，明治，大正，昭和戦前期，平成期と時間を

追って分析 している。
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 明治以降の東京は，平面的に拡大する一方で，高層建築物や超高層建築物の建設，地

下空間や大深度地下空間の利用に伴い，立体的な拡大を果た してきた。このような研究

として，尾島俊雄(1995)の 研究を挙げることができる。ここでは建築学の観点から，

東京の外延的拡大 と立体的拡大について取 り扱っているが，拡大 したという事実に触れ

ているだけで，いかなる要因で拡大 してきたのかについてまでは触れられていない。

 なお，時代区分は概ね明治期，大正期，昭和戦前期，高度経済成長期，バブル経済

期，平成期の6つ の時期に分けた。また，立体的拡大での対象地区は，東京の街づくり

を考える上で，重要 と考えられるところを5地 区選定 した。その地区は，「銀座」，「日

比谷 ・霞 ヶ関地区」，「丸の内 ・大手町地区」，「新宿」，「臨海部(台 場 ・佃 島)」であ

る。

 このような平面的拡大と立体的拡大の状況を把握するために，各種地図と写真を用い

て視覚的に理解できるようにつとめた。

※1 本論文で用いる図は，

   作成 した。

国土 地 理 院 発 行 ，120万 地 勢 図 ，11万 ，15千 を も と に

II 東京の平面的拡大

 II-1 図で見る市街地1)の拡大状況

 幕末か ら明治初頭の東京の範囲は，図1に 示すように東京駅を中心として，およそ7

㎞ の範囲に展開していた。しかし今日の東京は，当時の状況とは比較にならない1まど

平面的に拡大 し，行政的な東京の範囲を超えて，東京圏という言葉も出来た。そこでこ

こでは，時代の変化 とともに，東京の平面的拡大状況を国土地理院の20万 分の1地 勢

図で把握 し，その変化がいかなる要因で起こったのかを検討する。

 明治以降の東京の平面的拡大を考えるにあた り，幕末期の江戸の範囲にもふれてお く

ことにしたい。なぜなら東京は，江戸の街を基礎として，誕生 した と考えるか らであ

る。

 江戸の街は，別名 「御府内」と呼ばれ，主な街道には 「大木戸」と呼ばれる門が存在

していた。その内部が 「江戸」と呼ばれ，江戸城を中心に大名屋敷，武家地，商業地，

町人地などに町割されていた。江戸期は，参勤交代によって諸大名は江戸城周囲に築か
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れた上屋敷に定住 し，家臣達や商人が御府内に居住するようになり，人口が増加 した。

また，大火防止の対策で，密集 している建築物を間引 き，火災が周囲に燃え広がらない

ように，郊外へ移転 させた(磯 谷 ・高木 1991)。 こうしたことによって江戸の市街地

が外延的に拡大 していった。

 江戸の街は，江戸期最大 といわれている明暦の大火(振 り袖火事)に よって，広い範

囲を焼失したため，防火対策が施されるようになった。その一環として過密状態にあっ

た江戸城郭内の尾張家，紀伊家，水戸家の御三家の屋敷をはじめ，武家屋敷を江戸城郭

外へ転居 させている。そもそもこれらの屋敷は，江戸城を防備するために，その周辺に

配置するという軍事的目的があった。 しか し建築物，それも木造建築物の密集によって

大火に見舞われることも無視できず，延焼を避けるために城郭内の建築物を間引 く必要

があった。これにより城郭内に展開していた御三家をはじめ諸大名の屋敷は城郭外へ移

動 した。具体的には，尾張家が市ヶ谷(千 代田 ・新宿区)の 現在の防衛庁，紀伊家が麹

町(千 代田区)の ホテルニューオータニ，水戸家は後楽園(文 京区)の 東京 ドームが建

つ場所にそれぞれ移転 している(田 村 1992)。 これと同時に，当時江戸城を防備する

目的で多 くの寺社 も周辺に展開していたが，密集を緩和する目的で，台東区の浅草，下

谷，谷中，新宿区の牛込，千代田区の四 ッ谷，港区の赤坂，芝，三田へ転居させた。次

第に朱引きも拡大 し，現在の新宿区，墨田区，江東区 と荒川区，北区，板橋区，渋谷

区，品川区の一部が含まれ，江戸か ら最初の宿場である品川，新宿，板橋，千住が朱引

きに含まれるようになった。この範囲は，明治に誕生する東京市の範囲にほぼ相当する

(田村 1995)。

 上述 したように，江戸期の平面的な拡大は，明暦の大火による市街地の再編を契機

に，その後の人口増加によってもたらされたことがわかる。「本郷 もかねやす(現 ，本

郷3丁 目付近)ま では江戸のうち」といわれ，江戸城を取 り巻 くように展開 していた江

戸の建物は，この再編により城郭の外側，現在の台東区，新宿区，港区などに移転 し，

これによって江戸の街が次第に平面的な拡大をはじめたことが窺える。その結果，幕末

期の江戸の範囲は7㎞ 圏に展開してお り(磯 谷 ・高木1991)， これは図1に 示す東

京の市街地の範囲にほぼ一致 している。東京は，これを基礎として首都東京への整備が

行われていった。

 明治20年 代になると，近代的な諸制度が整備 され，日本の近代化は着実に推進され

ていった。それ と同時に，東京も近代的な首都としての様相を次第に呈 してい くように
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なった。東京の人口 も増加の一一途をたどり，市街地は過密化 してい く。図1は1888

(明治21)年 の東京の市街地の状況を示 している。その範囲は東京駅(丸 の内)と なる

所を中心に，およそ7㎞ 圏の中に展開していたことカミわかる。これは，幕末の江戸の

市街地とほぼ同程度であるが，幕末期にはなかった鉄道網が図1で は確認できる。市街

地では新たに地名がつけ られ，行政区画が定められた。「大区小区制」(1871 明治4

年)が 施行 され，そして 「15区6郡 制」(1878明 治11年)へ と移行 し，この内部を

行政区画上の東京市と呼んでいた。

 東京市の中で，特に建物が密集しているのは，千代田区(旧 麹町区，旧神田区)， 中

央区(旧 日本橋区，旧京橋区)な ど，かつて江戸，すなわち御府内と呼ばれていたとこ

ろに限られてお り，その外側はまだ畑、田圃，林などが展開していた。郊外域の建物は

疎らで，ただ街道沿いに存在する程度だった。

 この時期の臨海部の埋め立て状況に目を向けてみると，図1の 中には佃島(石 川島)

の存在は確認できるが，月島(築 島)は 誕生していない。明治5年 に新橋～横浜問に開

業 した省線鉄道(現 ：東海道線)の 間際にまで東京湾が迫っている。台場 も幕末期のま

まで，土地の拡大に大きな変化は見られない。台場は幕末期に江戸防備を目的として築

いた島か ら，明治期には海軍省施設や造船所 としての土地利用がなされるようになっ

た。

 図2は1916(大 正5)年 の東京の市街地を示 したものであるが，鉄道網が新たに敷

設されている以外，1888(明 治21)年 当時の市街地 と比較 しても，際立った平面的拡

大は確認できない。

 ところが1923(大 正12)年 に起 きた関東大震災を挟 んで変化が見 られるようにな

る。

 関東大震災は東京都心部を中心に，建物の崩壊や大規模な火災など，多くが災害に見

舞われた。壊滅的状況にあった都心部か ら，比較的被害の少なかった郊外域へ多 くの

人々が避難 した。この震災によって，旧麹町区 ・旧神田区(現 ：千代田区)，旧日本橋

区 ・旧京橋区(旧 ；中央区)，すなわち市街地の中心部における人口は減少 し，対照的

にその外側の人口は増加 した。図2と 図3を 比較すると，市街地は10km圏 に向けて

虫食い状に拡大 している様子が窺える。なお1926(大 正15)年 になると都心部では大

震災の復興事業が次第に進行しており，景観は大きく変化 した。

 一方，郊外域では大正期から田園都市株式会社をはじめ，私鉄各社によって次第に住
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宅地が開発された。これも市街地の平面的拡大を促す原因となった。

 臨海部に目を向けると，図1と 図2を 比較すると，月島界隈の埋 め立てが確認でき

る。さらに図3で は，月島は市街地へと変容していることが確認できる。これは臨海部

方向に向けて市街地が拡大した一例である。このように大正期の東京は，関東大震災を

境に，市街地が拡大し，景観的にも変貌を遂げたのである。

 昭和に入っても帝都復興事業は継続して行われた。その結果，被害の比較的大きかっ

た都心部においても，次第に震災以前の状態に回復 した。一方で東京郊外に避難 した

人々は，そのまま郊外域に定住するものも多く，雇用機会に恵まれている都心部へ，鉄

道を利用した通勤者が増大した。

 図4は ，1934(昭 和9)年 の東京の市街地を示 したものである。図3と 比較すると，

市街地は更に膨張し，特 に南西方面に拡大してお り，一部で川崎に連担する様相を示 し

ていることがわかる。南西方向への拡大は，田園都市株式会社や私鉄各社が行った宅地

開発の影響があるものと考えられる。それは，田園調布や洗足などが宅地として開発さ

れ，さらに同方面の鉄道網の敷設からも窺うことができる。これは私鉄各社が 「職住」

間の利便性 を確保するために，宅地開発と合わせて鉄道を敷設したためである。

 1941(昭 和16)年 ，太平洋戦争の勃発 と同時に都心内部では軍事関連の工場や企業

などを戦災から守るために，「強制疎開」が行われた。都心内部は建築物が密集 してお

り，過去に起きた大火，震災からの教訓をいかしてのことであった。強制疎開を受ける

のは，軍事に直接関係のない一般の住宅が対象とな り，東京郊外や地方への疎開が行わ

れた。また，都心部に立地 していた工場 も，戦災を免れるために郊外へ移転 していっ

た。その結果，図4と 図5の 比較からも明らかなように，市街地は大きく膨張し，それ

までの10km圏 への拡大か ら，15㎞ 圏への拡大が読み取れる。ことに南方向に向け

た拡大は顕著で，川崎から横浜にかけて面的に連担 している様子が窺える。

 図6は ，戦後の復興も進み，高度経済成長期を迎えた時期を示している。東京都心で

は，経済成長による企業や商業の業務拡大のため，集積 メリットを前提にしたオフィス

ビルの需要の増大に対して，建築物の規模が大きくな り，高層建築から超高層建築物2)

への転換期を迎えていた。同時に東京の市街地の平面的拡大を活発化させた時期でもあ

る。

 図5と 図6を 比較すると，市街地は，それまでの15km圏 から，新たに20 km圏 へ

の拡大が確認できる。なかでも，中央線に沿った西方向では，面的な連担が顕著であ
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り，高崎 ・東北線に沿った北方向では25km圏 前後の浦和，大宮が飛び地的な形で膨

張 し，総武線に沿った東方向では，市川，船橋への拡大が確認できる。臨海部に目を向

けると，埋め立てが進行していることが指摘で きる。千葉方面，川崎界隈の埋め立て

や，東京夢の島の埋め立て，月島から東京湾の沖合い，羽田空港の沖合い，台場の周辺

の埋め立てが進んだ。一番西側の台場は品川区の御殿山と陸続きになった。

 このように1946(昭 和21)年 から1967(昭 和42)年 の20年 余 りの問に，高度経済

成長を背景として，市街地の平面的拡大が急速に進行したことを示している。

 バブル経済期に入ると，都心の地価は異常なまでに高騰 し，都心の一等地は軒並み地

価が上昇 した。都心の至る所では，再開発に必要な用地を買収する地上げが横行した。

その結果，都心の戸建居住者は，郊外に移住 し，東京圏をさらに膨張 させることにな

る。 しか し，図6と 図7を 比較すると，市街地の形状は，大きな変化を示 していない。

これは，都心部を中心にした再開発によって，建物の高層化が計 られたため，「人家が

密集 した」という意味での市街地の平面的拡大が進行 しなかったことを意味 している。

 一方で，臨海部の埋め立てが進み，都心機能を臨海部に移転させるため，埋め立てら

れた台場，幕張などが着々と整備されている。この時期にいわゆる 「ウォーターフロン

ト開発」が推進されたのである。その結果，東京の市街地は，とくに臨海部の埋め立て

によってできた南方向への拡大を進行させる準備段階にあることを窺わせる。

 図7と 図8の 比較でも，東京の市街地の形状に大 きな変化はない。しか し臨海部で

は，テレコムセンター，フジテレビなどの社屋が建設され，一時期は丸の内を中心に，

都心部に集約されていたビジネス街が，臨海部にも拡大したことを示している。

 異常なまでに高騰した都心の地価は，バブルの崩壊 に伴って急落した。都心の地価の

下落に対応 して，都心部のマンション価格も下落し，他方で高層化，超高層化が推進さ

れている。これに伴って，30歳 代を中心にした住民の都心回帰が進行 していると言わ

れている。値も下が り，現在マンションの売れ行きが好調となっている。

 現在，都心部では六本木，汐留，品川などで再開発が行われている。そこでは，現在

複数の超高層集合ビルが建築中で，従来のようなオフィス，商業，住宅などの機能を

持ったビルが単体で存在するのではなく，これらの機能が複合したビルが誕生する予定

である。この他にも都心部には数々の計画が目下進行中である。
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 H-2 市街地整備の政策と計画

 幕末から日本は， 日米和親条約をはじめ，諸外国と様 々な不平等条約を締結 してい

た。明治新政府は，数々の不平等条約の解消と日本の地位向上のため，近代的な社会的

諸制度の構築を目指 していた。その一環として新政府は，近代国家に相応 しい，首都の

形成が必要だと考えた。諸外国との距離を縮める目的と，西洋文化の積極的な導入のた

め，欧米諸国からさまざまな分野において 「お雇い外国人」を招いた。都市計画や建築

分野にも，お雇い外国人が招かれた。T， Jウ ォー トルス，ウエルヘルム ・ベックマン

やヘルマン ・エンデなどがその代表で，日本における近代街づ くり計画は，彼らがもた

らした。

 一方におけるこれら諸計画の推進と，他方における首都東京の農村化への反対によっ

て，元大名屋敷跡で行われた桑と茶の栽培は中止された。結果的に，桑茶政策は短期間

のうちに終了 した。日本はそれ以降，本格的な近代社会の実現に向けて，首都東京の近

代的な街づ くりが行われてい くことになる。

 具体的には，「銀座煉瓦街計画」(1872 明治5年)， 「官庁集中計画」(1872 明治19

年)， 「市区改正計画」(1888 明治21年)な どで，これらはいずれも外国人技師たちの

助言のもと施工されたものである。これらの計画は，いずれも西欧の街並みをそのまま

日本に移植 したようで，江戸時代のそれとは，大きく異なった。江戸期までの建築物は

ほとんどが木造で，一度火災が発生すると忽ち大火になり，深刻な問題となっていた。

この問題を改善するために，これらの都市計画では街の不燃化が最重要課題となった。

そのため近代街づ くりのもとで建てられた建築物は，火災に弱い木造建築物から，火災

に強い煉瓦建築物へと移行 した。まさに銀座煉瓦街計画は，不燃化の代表例であ り，日

本における近代都市計画の草分けということができる。

 明治の半ばを過ぎると，東京の街にも近代化が浸透 し，江戸時代までの街並みとは一

転する。銀座地区では 「銀座煉瓦街計画」によってできた煉瓦建築物が軒を連ね，百貨

店などには多 くの人々が集まった。日比谷 ・霞ヶ関地区では，不平等条約解消のため，

外国人をもてなす目的で 「鹿鳴館」，「帝国ホテル」，「帝国劇場」が，丸の内 ・大手町地

区では，三菱会社によるビジネス街 「一丁ロンドン」が誕生し，いずれも多 くの人々で

活気溢れる街へと変化した。

 明治以降の近代化は，産業革命をもたらし，日本に近代工業を根付かせた。これは，

東京の市街地を拡大させる要因のひとつとなった。近代工業，特に重工業は非常に規模
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が大きく，新たに広大な工場の敷地と施設を必要とした。機械を動かすための多 くの人

手が必要 となり，工場はたくさんの雇用 を生んだ。就業機会に恵まれた地域に向けて

人々が移動，集中し，東京を中心に立地している事務所や工場へ通う 「通勤スタイル」

が誕生した。その結果，それまで都心部に限られていた市街地は郊外へ向けて広が りは

じめ，ここから東京の平面的な拡大が始まることになる。

 1914(大 正3)年 の第一次世界大戦は日本に特需をもたらし，丸の内地区のビジネス

街をますます活気付けた。さらに同年，市区改正計画によってできた中央停車場 「東京

駅」が開業した。新橋で止まっていた省線鉄道は煉瓦で造られた高架線を通 り東京駅に

乗 り入れた。

 都心の開発は，従来からの住人の住み家を奪うこととなった。このことは図9に 示す

事実からも明 らかで，都心を構成する旧麹町区 ・旧神田区(千 代田区)，旧 日本橋区 ・

旧京橋区(中 央区)な どの人口は減少していることがわかる。

 そんな最中，都心の混雑した地から，郊外の静かなところに宅地を造成し，都心で働

く人々のベ ッドタウ ンを形成する試みが なされた。その一大事業 の魁 となったの

は，1918(大 正7)年 ，渋沢栄一が中心 となった 「田園都市株式会社」である。洗足，

田園調布，新丸子，日吉，元住吉，綱島，菊名を宅地開発 し，話題になった。その他で

も小平，大泉学園，東村 山(西 武鉄道)， 成城学園，玉川学園(小 田急電鉄)，常盤台

(東武鉄道)が ，いずれ も大正後期か ら昭和初期にかけて宅地開発 された(鈴 木

1999)。 鉄道を敷設することで，都心へ向かう居住者の利便性を図ったのである。この

ような住宅地の開発 とそれに伴 う人々の郊外への居住は，さらなる市街地の拡大につな

がった。

 1923(大 正12)年 ，関東地方南部 を襲った 「関東大震災」は，死者 ・行方不明者

142，800名，全壊家屋128，000棟 ，全焼家屋447，000棟 という最悪の被害を もたらし

た。明治初期に西洋文化を取 り入れて，競って開発が進んだ都心の建物は，この大震災

を契機にその多 くが姿を消 した。煉瓦構造の建築物は地震の多い日本の環境にはそぐわ

なかった。被害があまりにも大規模で広範囲に及んだため、政府首脳陣は遷都を考えた

ほどであった。政府は東京の復興 を推進するため，「帝都復興院」を設け，後藤新平を

総裁に就任させた。後藤は，崩壊 した街を元通 りにするだけでなく，それ以上の街をつ

くろうと，具体的な 「帝都復興計画」を立てた。

 被災地は政府が買い上げ，区画整理を行うことや，幅員22m以 上の幹線道路 を52
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路線119㎞ に渡って建設すること，それに関連 して幅員11～22mの 補助線道路122

路線139㎞ の整備が行われた。震災前の木造でできた橋脚は，震災時に起きた火災で

焼失 し，橋を渡っていた人々が川に落ちて溺死した人々も多かった。その教訓から燃え

ない鉄製の橋脚をつ くった。隅田川に掛かる白髭，駒形，厩，蔵前，清洲，永代の橋脚

は復興計画によってつ くられたものである。下町の隅田，錦糸，浜町の3大 公園と52

の小公園を整備 した。更に，被災者の避難場所を確保するため，小学校を耐震性の高い

鉄筋コンクリー ト造 りで整備させた。また，避難の妨げとならないように，学校を囲む

塀は低 く造られた。数寄屋橋付近の泰明小学校や，現在も青山(表 参道)に 残る鉄筋コ

ンクリー ト建ての同潤会アパー トも，この復興計画によってつ くられたものである。こ

のように震災以降の建築物は，それまでの防火のみを前提 とした煉瓦造 りから，地震に

強い鉄筋コンクリー トに変わった。

 しか し，当初後藤が描いた復興計画の全てが計画通 りに行われたわけではなかった。

予算の都合で，計画の縮小を強いられた り，特に道路計画などでは，対応の遅れから用

地の買収が困難とな り，現在でも完成していない部分がある。これが現在の都心部にお

ける慢性的渋滞を引 き起 こしているひとつの要因で もある。しか し，この復興事業に

よって東京の市街地は，更なる近代化と拡大を果たした。

 第2次 世界大戦の勃発は，首都東京に大きな変化をもたらした。工業のほとんどが軍

需工業へ転換 した。軍需工場を戦火から守るため，密集している地域の建物を郊外へ移

転させた。いわゆる 「強制疎開」である。役所，軍需工場 などの関連施設の周辺に50

か ら100mの 防火帯をつ くり，延焼を食い止めるために取 られた処置で，特に一般の

住宅が間引きの対象となった。当時の一般住宅はまだ木造が多 く，関東大震災の教訓か

ら密集地の火災は，大規模にわたって燃え広がるというのを知っていた。そのため，周

辺の軍需工場に被害が及ばないよう，一般住宅を，郊外へ移転させた。これも東京の拡

大を促すことになった。

 1945(昭 和20)年3月 には，B-29が 東京上空に飛来 し，爆弾を投下 した。東京大

空襲である。街中は，一瞬のうちに焼け野原 と化 した。活気のあった戦前の都心部と

は，ほど遠いものだった。戦災で，東京区部の面積の約30%を 焼失 した。これは日本

全国の罹災面積の約25%に あたる。

 近代東京の誕生以来，2度 目の大災害を迎えた街は，GHQの 指導のもと，「戦災復

興計画」によって復興へ向けて動 き出 した。戦時中，郊外へ疎開 していた人々の一部
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は，復興事業の行われる東京都心部へ戻る者 もいたが，郊外で新居を構 える人々も多

かった。郊外の土地区画事業では農地を宅地に転換 させ，郊外の増加する人口に対応し

た。都心と郊外を結ぶ幹線道路の整備をはじめ，被災した鉄道路線の復興にも力を入れ

た。

 1950(昭 和25)年 になると朝鮮戦争が勃発 した。朝鮮特需は，日本の経済が本格的

な復興に向けて離陸する契機となった。これに連携して石炭，鉄鋼の増産に集中する傾

斜生産方式が実施され，基礎産業(電 力 ・石油)の 再編成と復活が図られると共に，食

料品，繊維工業を中心に軽工業部門が戦前水準にまで回復する。朝鮮特需が収束する頃

から軽工業から重工業への産業構造の転換 に向けて拍車がかかるようになった。これら

が切っ掛けとなって日本は高度経済成長へ向かって歩みだした。こうした中で，東京の

市街地の整備 に向けた大 きな影響 を及ぼ したのが，1969(昭 和39)年 の東京オリン

ピック開催であった。

 このような急速な発展に対応するように，地域開発政策 として，1950(昭 和25)年

「国土総合開発法」，1956(昭 和31)年 「首都圏整備法」などが公布され，1958(昭 和

33)年 「首都圏基本計画」，1962(昭 和37)年 「全国総合開発計画」，1968(昭 和43)

年 「改訂首都圏基本計画」，1969(昭 和44)年 「新全国総合開発計画」などが策定された。

 高度経済成長の好景気に支えられ，多くの企業の事務所，工場などが東京とその隣接

地域に集積するようになる。その結果，事務所の需要は増加の一途をたどった。丸の内

を中心に展開していたビジネス街区だけでは不足 し，当時まだ庁舎が展開していた大手

町に，新たにビジネス街区を設けるとともに，都心機能を分散し一極集中を解消するた

め，新宿，渋谷，池袋などに副都心 を形成した。 ここにビジネス街区の平面的拡大が起

こった。多数の企業が立地，集積 し就業機会に恵まれた東京とその隣接地域に向けて，

地方から大勢の人々が集中するようになった。その結果，都市圏での過密現象と地方圏

での過疎現象を引き起 こすことになった。都市圏では多数の流入人口が定住 し，住宅の

取得 と連携 して，郊外の宅地化はより一層進んだ。

 高度経済成長は産業構造を変化 させた。敗戦後から高度経済成長期前半頃までは，基

礎素材型産業，つ まり重厚長大型産業が，高度経済成長期後半以降は，加工組立型産

業，さらに2度 にわたる石油危機を契機に，資源節約 ・知識集約加工技術選択型産業へ

の転換が図られ，次いで省エネを直接の契機 としたエレクトロニクス技術の活用を通し

たマイクロエレクトロニクス革命によって，軽薄短小型産業が先導産業としての地位 を
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占めるようになった。他方で経済のサービス化がこれら産業構造，先導産業の転換 に

伴って進行 していく。その結果，東京圏をはじめとした大都市圏では，あらゆる面での

土地需要が増大 した。工業用地，住宅地は，一応郊外へ向けて拡大 していくが，都心に

立地する中心地区は，平面的拡大を図ることが困難であるため，その需要に対応するた

めに上方空間に向けた拡大，すなわち立体的な拡大が企図されるようになる。

 これまでの建築物の高さは，関東大震災(1923・ 大正12年)の 教訓か ら，地震に耐

えられる高さ100尺(約31m)が 限度であった。 しかし，深刻な土地不足の中，建築

基準法を改正せざるを得なくなり，建築物の高さを制限するのではなく，代わりに容積

率を用い，高さに対 して規制を緩和 し，土地需要に対処す るようになる。この背景に

は，従来にはない高層建築物を建築する技術的な発展のあったことを見逃すことはでき

ない。

 1968(昭 和43)年 には，日本初の超高層 ビル，「霞 ヶ関 ビル」(36階 建)が 誕生 し

た。その後，新宿副都心には，京王プラザホテル(42階 建)を は じめ，次々に超高層

ビルが姿を現 した。特に，高度経済成長期以降の新宿の変遷には目を見張るものがあ

る。高度経済成長期の東京は，このようなことからも明らかなように，平面的拡大から

立体的拡大への転換期であったと言うことができる。

 工業用地は臨海部の埋め立てによって用地を得た。これは内部での土地取得が多数の

地権者の存在と複雑な土地所有の関係から，短期間で広い工業用地の取得が困難である

うえ，明治以来臨海部に工業地帯が形成されていたこと，さらには，日本の工業が，原

料の輸入と製品の輸出という特徴を持っていたためで，このこととも相まって，東京圏

の平面的拡大をさらに促進する要因ともなった。

 高度経済成長期以降，2度 にわたる石油危機を経て，経済の安定成長期からバブル経

済期にかけて都心各地で地上げが行われた。まとまった土地の取得後，街は再開発の対

象となり，次々と立派な建築物が建設された。この時期になると，日本人の人件費は高

騰 し，日本での工業製品の生産は生産コス トがかさみすぎ，市場での競争力を維持でき

なくなった。そこで多 くの企業は人件費の安いアジア，東南アジア諸国へ工場を移転さ

せた。そこで，臨海部に展開していた工場，倉庫など，生産や物流の拠点を海外へ移し

たため，臨海部の工業用地や，倉庫街の一角は寂れて しまった。新たに臨海部の活性化

に向けた動きが活発化 した。「ウォーターフロント計画」がこれに当たり，衰退した臨

海部を，再開発の対象 とした。「芝浦」や 「天王洲アイル」などは，このときに再開発

                  一15一



されたものだ。また，幕末期は，外国からの船を江戸に近づけないよう，大砲を構える

役割をしていた台場も，新たに周囲の埋め立て事業が行われ，広大な土地を築いた。こ

こに新 しい東京の市街地の拡大が起こり，計画は瞬 く間に膨らみ，台場を舞台とした博

覧会が計画された。

 II-3 鉄道の敷設と拡大

 ビジネス街や官庁街の整備，工業地域の拡大に伴って，「職住分離」を促進させてい

く。これは都心内部の開発によって，住宅が徐々に削減され，都心のビジネスを支える

人々は，住宅を郊外に構え，近代交通システムを利用して，都心へ通勤するスタイルが

誕生 したためである。換言すれば，今日の東京の平面的拡大は，鉄道網を始めとする交

通機関の発達によって可能となったといっても過言ではない。

 1868(明 治2)年 ，和泉要助ほか数名の日本人によって人力車がつくられ，1870(明

治3)年 になると，乗合馬車が東京～横浜間に誕生 した。さらに1878(明 治5)年 に

は，新橋～横浜間に鉄道が開業し，日本における本格的な近代交通システムの端緒がひ

らかれた。

 明治以降の産業革命による近代化を通して工場やオフィス街，官庁街の整備された都

心では，非常に多 くの雇用を生んだ。その結果，地方から多 くの人々が流入し，東京の

人口はますます増加 した。これに対応して，都心部のビジネス街，官庁街などを住宅地

と結ぶ鉄道網が整備 される。このような状況は，表1か らも明らかなように，20世 紀

に入って本格的な鉄道網の敷設が始まり，当初，現在の山手線の外側の地域を結ぶ路面

電車か ら徐々にその外側へ拡大 し，郊外電車へと発展している様子を示している。

 一方でまた鉄道の誕生は，物流システムの転換にも大きく貢献した。明治時代の日本

は，外貨獲得のために生糸や茶を海外へ輸出していたが，産地から輸出の拠点である港

までの輸送に鉄道が導入された。江戸期 までの物資の大量輸送は，舟運に依存 してお

り，そのため人と物資の集散する湊は栄えた。明治以降に推進される鉄道の敷設と開業

は，物資の輸送方法を一変させ，本格的な陸上大量輸送を可能にした。近代工業化の中

で，生産地と港湾地区，工業地区と港湾地区を結ぶ鉄道網が建設された。

 1872(明 治5)年 ，新橋～横浜問の開業以降，1881(明 治14)年 に設立された 日本

鉄道は，上野～熊谷間(1883・ 明治16年)を 開業 させ，1885(明 治18)年 には熊谷か

らの路線を官営鉄道に直結させるため，赤羽～新宿～品川間に山手線が開業した。この
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路線は上州や東北方面から運ばれて くる生糸などの物資を，横浜港に輸送するための

ルートにとして建設された。本来ならば，赤羽から上野，現在の東京駅を経由して新橋

につながるルー トを選択すべきところであるが，東京駅近辺はその昔海だったところで

地盤が弱 く，当時の建設技術では難工事であ り開業の目途が立たなかった。そのため山

の手側を迂回 した形で品川まで結び，官営鉄道に直結させた。

 明治時代も半ばを過ぎると，鉄道網はさらに充実 した。年々営業距離を伸ばし，貨物

輸送 とともに旅客輸送も増加の一途をたどった。1889(明 治22)年 になると，新宿～

立川間に甲武鉄道(現 ，中央線)が 開業 した。この甲武鉄道 は，都心に向けて1895

(明治28)年 に新宿～飯田町間(現 ，飯田橋付近)が ，1912(明 治45)年 に，飯田町～

万世橋間(現 ，交通博：物館隣)が 開通 した。1919(大 正8)年 には，万世橋から東京駅

に至 り，甲武鉄道は立川～新宿～飯田町～万世橋～東京～品川～新宿～池袋～田端～上

野と列車を運行するようになった。これは平仮名の 「の」の字に似ていることから，

「のの字」運転 と呼んでいる。

 山の手側を走った山手線と甲武鉄道の接点となった新宿駅は，人や物が多 く集まり，

賑わいを見せた。また甲武鉄道沿線には，多 くの人々が居住するようになり，東京都心

と東京西部の結びつきが，鉄道の開業とともに強化されることとなった。

 1872(明 治5)年 蒸気機関で始まった鉄道であるが，次第に電気を利用するものが走

るようになった。蒸気で走る汽車と区別するため，各社 とも社名に電気鉄道または電気

軌道と付けた。私鉄が建設された本来の目的は，旅客輸送だけでな く、都心へ物資を運

搬する貨物輸送を強 く意識したものだった。

 1923(大 正12)年 の関東大震災後，後藤新平を中心 とした政府による震災復興が行

われていた1925(大 正14)年 ，それまで 「のの字」運転で営業していた山手線が，上

野から高架を建設し東京駅へ直結した。これによって山手線が環状輸送を開始した。利

便性が向上し山手線沿線はさらなる発展 を遂げることになる。

 大震災で多くの被災者が避難した郊外では，鉄道網の整備，車両編成の増加，鉄道輸

送力の増大などを通して，郊外域で営業していた私鉄も山手線の駅に接続を開始し，こ

こに今日の山手線 と，私鉄のネットワークの基本が形成された。

 帝都復興計画によって，都心は活気 を取 り戻 し，多くの人々が行き交っていた。東京

の人口の増加 と共に，郊外 も宅地開発 され，図2か ら図4に 示すように東京の市街地は

ますます拡大した。都心の交通網は年々整備 され，路面電車や自動車の走行密度が高く
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表1 東京都心 を中心 と した鉄道の敷設 と開業時期

鉄道事業者と開業区間 開  業  年

明
 
 
治
 
 期

総武鉄道会社 市川一本所 1894(明 治27)年12月9日

東武鉄道 1899(明 治32)年

大師電気鉄道 六郷橋一大師 1901(明 治34)年1月21日

京浜電気鉄道 品川一六郷橋 1904(明 治37)年5月

玉川電気鉄道 渋谷一玉川 1907(明 治40)年3月6日

王子電気軌道 1911(明 治44)年8月20日

京成電気軌道 押上一江戸川 1912(明 治45)年11月3日

大
 
 
正
 
 期

京王電気軌道 笹塚一調布 1913(大 正2)年4月15日

東上鉄道 1914(大 正3)年5月1日

武蔵野鉄道 池袋一飯能 1915(大 正4)年4月15日

城東電気軌道 1917(大 正6)年12月28日

玉川電気軌道広尾線 1920(大 正9)年

池上電気鉄道 1922(大 正ll)年10月6日

西武鉄道新宿線 1921(大 正10)年

目黒蒲田電鉄 目黒一 丸子 1923(大 正12)年11月1日

東京横浜電鉄 丸子多摩川一神奈川 1926(大 正15)年2月14日

昭

和

戦

前

期

小田原急行鉄道 新宿一小田原 1927(昭 和2)年4月1日

東京地下鉄道 浅草一上野 1927(昭 和2)年

西武鉄道村山線 1927(昭 和2)年

総武線 御茶ノ水一両国 1932(昭 和7)年7月1日

帝都電鉄 1938(昭 和8)年8月1日

東京高速鉄道 新橋一渋谷 1938(昭 和13)年

高
度
経
済
成
長
期

営団地下鉄丸の内線 池袋一御茶ノ水 1954(昭 和29)年1月20日

都営地下鉄浅草線 押上一浅草 1960(昭 和35)年12月4日

営団地下鉄日比谷線 北千住一人形町 1962(昭 和37)年5月31日

営団地下鉄丸の内線 全線開業 1962(昭 和37)年1月23日

営団地下鉄日比谷線 全線開業 東横線と乗入 1964(昭 和39)年8月

東京モ ノレール 浜松町一 羽田空港 1964(昭 和39)年9月17日

都営地下鉄浅草線 全線開業 1968(昭 和43)年6月21日

都営地下鉄三田線 高島平一巣鴨 1968(昭 和43)年12月27日
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鉄道事業者と開業区間 開  業  年

高
度
経
済
成

長
期

営団地下鉄東西線 中野一西船橋 1969(昭 和44)年3月29日

常磐線 綾瀬一我孫子 複々線化 1971(昭 和46)年4月20日

都営地下鉄三田線 巣鴨一日比谷 1972(昭 和47)年6月30日

総武線 東京一錦糸町 1972(昭 和47)年7月15日

武蔵野線 府中本町一新松戸 1973(昭 和48)年4月1日

根岸線 洋光台一大船 1973(昭 和48)年4月9日

都営地下鉄三田線 日比谷一 三田 1973(昭 和48)年11月27日

営団地下鉄有楽町線 池袋一 銀座一丁 目 1974(昭 和49)年10月30日

安
定
成
長
期

都営地下鉄三田線 西高島平一高島平 1976(昭 和51)年5月6日

営団地下鉄千代田線 綾瀬一代々木上原 1978(昭 和53)年3月31日

営団地下鉄半蔵門線 渋谷一 青山一丁 目 1978(昭 和53)年8月1日

武蔵野線 新松戸一西船橋 1978(昭 和53)年10月2日

バ

ブ

ル

経

済

期

都営地下鉄新宿線 東大島一船堀 1983(昭 和58)年12月23日

都営地下鉄新宿線 船堀一篠崎 1986(昭 和61)年9月14日

京葉線 新木場一西船橋 1988(昭 和63)年12月1日

京葉線 市川塩浜一西船橋 1988(昭 和63)年12月1日

京葉線 千葉港一蘇我 1988(昭 和63)年12月1日

京葉線 東京一新木場 京葉線全線開通 1990(平 成2)年3月10日

営団地下鉄半蔵門線 全線開通 1990(平 成2)年11月28日

バ

ブ

ル

崩

壊

期

営団地下鉄南北線 赤羽岩淵一駒込 1991(平 成3)年11月29日

都営地下鉄大江戸線 光が丘一練馬 1991(平 成3)年12月10日

ゆ りか もめ 新橋一 有明 1995(平 成7)年

東京臨海高速鉄道 新木場一 東京テ レポー ト 1996(平 成8)年

営団地下鉄南北線 駒込一四ツ谷 1996(平 成8)年3月26日

営団地下鉄南北線 四ツ谷一溜池山王 1997(平 成9)年9月30日

都営地下鉄大江戸線 練馬一新宿 1997(平 成9)年12月19日

営団地下鉄南北線 全線開通 2000(平 成12)年9月26日

都営地下鉄三田線 全線開通 2000(平 成12)年9月26日

都営地下鉄大江戸線 全線開通 2000(平 成12)年12月12日
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なり，都心の道路では交通渋滞が深刻な問題となった。この状況を打破するために，早

川徳次は東京地下鉄道株式会社 を設立 し，地下鉄建設に臨んだ。1927(昭 和2)年12

月，浅草～上野間に日本初の地下鉄が開通 した。このように，東京の拡大は郊外に向け

た平面的拡大にとどまらず，都心部における地下空間，すなわち立体的拡大が始 まっ

た。この地下鉄の開通は後の地下空間に向けた垂直的な，東京のさらなる拡大に多大な

影響を与える契機 となった。

 1945(昭 和20)年 ，日本は敗戦国となったが，1950(昭 和25)年 の朝鮮戦争によっ

て経済復興の切っ掛けを作った。そ して高度経済成長期を迎える。

 高度経済成長期は，人々の生活水準を大幅に向上させた。自家用車が庶民の間に急激

に普及し，都市交通が大きく転換する契機となった。モータリゼーションで街に自動車

が溢れるようになると，それまで都市交通の中心だった路面電車は自動車の走行の妨げ

となり，街の至る所で交通渋滞を引き起こす原因となった。そこで路面電車は次々に廃

止 ・撤去 され，それに変わって地下鉄が建設 されることになる。1954(昭 和29)の 丸

の内線に始まり， 日比谷線，東西線など次々と路線を開設 した。特に都営地下鉄浅草線

は，1960(昭 和35)年 ，千葉方面の 「京成電鉄」 と路線がつなが り，相互乗 り入れを

開始した。これにより，銀座 などの都心へは郊外から乗 り換えな しでつながるように

なった。その後 も東京都内を走る営団，都営の各地下鉄路線は私鉄各線との相互乗 り入

れを実施 しており，郊外から都心部へは乗 り換えなしでいけるような体制ができた。交

通機関の発達 と利便性の向上は，人々の流れを活発にし，東京の平面的拡大にも拍車を

掛けた。

 一方，高度経済成長期には，経済の発展に伴って高速交通網の整備が図られ，都心と

空港を繋 ぐモノレールや高速道路が建設されるようになる。このように高度経済成長期

には建物のみならず，地下空間に向けた地下鉄の建設，都心上方空間に向けたモノレー

ル，高速道路の建設など，立体的な交通輸送網が整備されていくようになる。

昭和の終わりか ら平成初期， 日本はバブル経済期を迎えた。都心内部の開発，再開発の

活発化に伴って，住宅地はさらに郊外へ移動 した。その結果，長距離通勤が常態化 し，

新幹線通勤す ら登場するようになる。このような長距離通勤者の常態化に対応 して，横

須賀線，総武線の相互乗 り入れ，郊外私鉄と都心部における地下鉄路線との相互乗 り入

れ，京葉線の開業などが行われるようになる。

 バブル経済の崩壊後も，東京近郊ではいくつかの鉄道路線が開通 した。千葉県の西船
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橋から 「京成電鉄」勝田台駅の間に，「東葉高速鉄道」が開業 し，拡大 した千葉県方面

の市街地と都心への利便性 を向上させた。この路線は 「営団地下鉄東西線」 と相互乗 り

入れを果たしている。「都営12号 線(現 ：大江戸線)」 も開通 し，郊外の光が丘団地か

ら都心へのアクセスが容易になったのと同時に，都心山手線の内側での環状部分での輸

送を開始 した。「都営三田線」の三田駅か ら目黒方面へ開通 し，「営団南北線」と共に

「東急 目黒線(旧 ：目蒲線)」へ乗 り入れ，輸送量の増加 した東急東横線方面のバ イパス

の役割を担っている。「東急田園都市線」の長津田駅か ら 「こどもの国線」が，沿線の

宅地の増加に伴って通勤路線に転向した。

 臨海部では，台場の新都心化によって，都心部からの利便性向上のため，新橋駅から

新都市交通 「ゆ りかもめ」や，やがてJR埼 京線 と大崎駅で接続する目的で，東京臨海

高速鉄道 「りんかい線」が新木場～東京テレポー ト間を開業 させた。 これにより内陸部

から臨海部への利便性が向上した。

 このように，市街地の平面的拡大に伴って，各方面には新たに鉄道網が整備 された。

現在も，各方面で近い将来に開業を控えた鉄道網の敷設が行われている。今 日の東京圏

の鉄道網は，網の目のようになった。

 II-4 人口統計から見た路線別の拡大状況

 ここでは，東京の平面的拡大状況を市区町村人口の時系列的変化から明らかにするた

めに，路線別に8方 向を取 り上げて検討する。

 ① 東 方 向(総 武線 方 面)

 この 方 面 の 人 口 変化 か ら，大 き く3つ の グル ー プ に分 け る こ とが で きる。1945(昭 和

20)年 まで の 変 化 を見 る と，千 代 田 区 と中央 区 は ， 若 干 の微 変動 を示 しな が ら，大 き く

人 口が 減 少 して い る。 こ の2つ の 区 で は，1923(大 正12)年 の 関 東 大 震 災 の 影 響 を 強

く受 け ，1929(大 正9)年 に比 較 して，1925(大 正14)年 は 人 口が 減 っ て い る。 そ の

後 ，1935(昭 和10)年 にか け て ， 人 口 は増 加 す る が ， 第 二 次 世 界 大 戦 に よ る戦 災 で 大

き く減 少 して い る。 これ に対 し，墨 田 区 と江 東 区 は ，1940(昭 和15)年 に 向 け て 人 口

が増 加 し， 関 東大 震 災 に よる 人 口減 少 よ り， む しろ都 心 部 の流 出 人 口 を 隣接 す る これ ら

の 区 が受 け 入 れ て い た こ と を窺 わせ る 。 そ して1945年 に 向 け て 人 口 急 減 を示 し，1960

年 に 向 け て 人 口増 加 を示 す が ，1940年 段 階 の 水 準 に 到 達 して い な い 。
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 このように，葛飾区と江戸川区は，大震災で大きな影響を受けず，被害を蒙った都心

地域か らの被害者を受容 していたものと考えられる。このことは，戦前段階までのこの

2つ の区が，未だ都市化の影響を受けず，農村的な色彩を色濃 く残 しながら，鉄道の利

便性 も良かったことを示唆 している。

 第二次大戦後になると，いずれの市区も人口を増加させるが，都心を構成する千代田

区と中央区は1955(昭 和30)年 を頂点に，以降人口は減少に転 じてお り，しかも1955

年の人口は戦前のピークを示 した1920年 の人口に達 していない。これは，戦後の経済

復興から高度経済成長によって都心地域が中心業務地区として整備されることによっ

て，都心部の定住者が外へ流出していったこと物語っている。

 図10-1は ，このことをよく裏付 けている。すなわち，昼間人口が増加 して行 く一

方で，夜間人口(定 住人口)は 減少の一途をたどり，昼間人口と夜間人口の振幅が大き

く， しか も最近に近づ くにしたがって振幅が拡大 している。

 一方，他の市区の うち1940(昭 和15)年 に墨田区と江東区が，1970(昭 和45)年 に

葛飾区が人口のピークに達 している。このことは，これらの地域が市街地に組み込まれ

ていった時期を示唆 している。

 これに対 し，江戸川区，市川市，千葉市 の3市 区は，1998(平 成10)年 が人 口の

ピークであ り，市街地への組み込みが進展途上にあることを示 している。これらのう

ち，図10-1を 見ると，時代が最近に近づ くにしたがって，昼間人口と夜間人口の振

幅が，増す傾向にあることがわかる。しかも，都心に隣接する墨田区と江東区は昼間人

口が夜間人に比較 して多いが，葛飾区と江戸川区は昼間人口より夜間人口が多いことが

わかる。このことは，就業の場を提供する業務地区の拡大が荒川の西にまで及んでいる

ことを意味するものと考えられる。

 ② 南 西 方 向(東 海 道 線 方 面)

 この 方 面 も， 図9-2か ら市 区 を2～3つ の グル ー プ に 分 け られ る 。 す な わ ち ， 戦 前

まで の 人 口 変 化 か ら， 千 代 田 区 と港 区 ， 品 川 区 と大 田 区 ， 神 奈 川 区 ・保 土 ヶ谷 区 ・鎌 倉

市 の3つ に分 け られ る。1920年 を ピー ク に， 震 災 と戦 災 の 影 響 を受 け て1945年 に急 減

す る千 代 田 区 ・港 区 ， 震 災 の 影 響 を受 け ず1940年 に 向 け て 急 増 し，1945年 に減 少 す る

品 川 ・大 田 区， 漸 増 す る神 奈 川 県 の3市 区 で あ る。 第 二 次 大 戦 後 に な る と，1955年 ～

1965年 に か け て 人 口 を増 加 させ ， そ の 後 減 少 に転 ず る千 代 田 区 ・港 区 ・品 川 区 ・大 田
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区の4区 と1975年 以降に人口のピークを示す神奈川県の3市 区に分けられる。このう

ち，千代田区 ・港区の2区 は，戦後の人口増加で も戦前のピークに及ばないが，品川

区 ・大田区の2区 は戦前のピークを越えている。図10-2を 見ると，都心地区を構成

する千代田区 ・港区は昼間人口が夜間人口を大きく上回っている。なかでも港区は，千

代田区に比較 して振幅が小さかったが，1985年 あた りで，ほぼ同じような振幅になっ

ていることがわかる。このことは，バブル経済を前提に再開発が進行 し，業務地区とし

ての徹底化が図られたことを示唆 している。 また，品川区は1995年 に近づ くに した

がって振幅が大 きくなり，業務地区への変貌を遂げつつある様子を示 している。大田区

は夜間人口が昼間人口を上回っていた1970年 頃から1975年 頃になると昼夜間人口差が

判然 としなくなって きている。現在の開発状況から判断すると，今後昼間人口が夜間人

口を上回って，業務地区への転換が起こる可能性が考えられる。

 ③ 西 方 向(中 央 線 方 面)

 図9-3を 見 る と， 戦 前 段 階 にお い て ，1920年 を ピー ク に1945年 に向 け て 減 少 す る

千 代 田 区 ，1920年 か ら1940年 に か け て漸 増 し，1945年 に急 減 す る新 宿 区 ，1920年 か

ら1940年 に か け て急 増 し，1945年 に 減 少 す る 中 野 区 ・杉 並 区 ， 人 口が1945年 に 向 け

て漸 増 す るそ の 他 の4つ の グ ルー プ に分 け られ る。

 図9-3か ら明 らか な よ う に， 都 心 部 ほ ど戦 災 に よ る影 響 が 大 き く， 郊 外 に行 くに し

たが っ て影 響 が 少 な くな って い る こ とが わ か る。

 戦 後 に な る と， い ず れ の 市 区 も人 口が 増 加 す るが ， 都 心 に近 い ほ ど増 加 の ピー クが 早

く訪 れ ，都 心 か ら離 れ る ほ ど人 口 増 加 の ピ ー クが 後 に ず れ る こ と が わ か る。 す な わ

ち，1955年 に ピ ー ク とな る千 代 田 区，1960年 の新 宿 区 ，1965年 の 中 野 区 ，1975年 の 杉

並 区 と続 き， これ 以 降 各 区 の 人 口 は減 少 して い く。 これ に対 し， 三 鷹 市 か ら八 王 子 の 各

都 市 は， 人 口が ピー ク に到 達 後 定 常 状 態 か ， また は人 口が 増 加 して い る。 この よ う に，

人 口の 増 加 や 減 少 は， 都 心 か らの 距 離 との 関 係 が 非 常 に大 きい 。

 一 方 ， 図10-3で 昼 夜 間 人 口差 を見 て み る と， 千 代 田 区 ・新 宿 区 に お け る昼 間 人 口

が 大 き く夜 間人 口 を上 回 って お り， 新 宿 区 は昼 夜 間 人 口差 の 振 幅 を大 き く して い る こ と

が わか る。 これ は， 新 宿 が 副 都 心 と して 位 置 づ け られ ， さ らに都 庁 の 移 転 が 行 われ た こ

と と関 連 して い る。 また ， 八 王 子 市 が1990年 頃 か ら若 干 昼 間 人 口 が 上 回 る小 さな 振 幅

を示 して い る。 こ こ は40km圏 に あ っ て 固 有 の 圏 域 を形 成 し て い る うえ に， 首 都 圏 内
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近代東京の都市空間の形成と拡大
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の業務中核都市に指定されていることも関連しているものと思われる。

 この他の中野区から小金井市までの市区は，夜間人口が昼間人口を上回っており，都

市部の業務地区へ通勤する人々の居住地になっていることを示唆している。

 ④ 西 方 向(小 田急 線 ・東急 田 園都 市線)

 図9-4で は ， 戦 前 段 階 に お い て4つ の グ ル ー プ に 分 け られ る。1920年 を ピー ク に

1945年 に 向 け て 減 少 す る千 代 田 区 ，1920年 か ら1940年 に か け て 増 加 し，1945年 に急

減 す る渋 谷 区 ・目黒 区 ，1920年 か ら1940年 にか け て急 増 し，1945年 に漸 減 に と どま る

世 田 谷 区 ， そ して1920年 か ら1945年 に か け て 漸増 す る 府 中 市 ・多 摩 市 で あ る 。 戦 後 に

な る と， 千 代 田 区 ・渋 谷 区 ・目黒 区 の3区 は ，1955年 ～1965年 に か け て 人 口 増 加 の

ピー クを 迎 え ， そ の 後 減 少 して い く。 しか も，新 宿 区 ，渋 谷 区 ・目黒 区 の3区 は ，戦 前

の 人 口 の ピー ク を超 え て 人 口が 若 干 増 加 して い る。 世 田 谷 区 は ，戦 後 ， と くに1950年

～1970年 に か け て 人 口 が 急 増 し， こ れ 以 降80万 人 前 後 で 推 移 して い る。25km圏 以 遠

の府 中市 ・多摩 市 の2市 は ，現 在 もな お漸 増 傾 向 に あ る。

 一 方 ， 図10-4の 昼 夜 間 人 口 差 で 見 て み る と， 都 心 を構 成 す る千 代 田 区 ，副 都 心 を

構 成 す る新 宿 区 と渋 谷 区 の3つ の 区 は 昼 間 人 口が 夜 間 人 口 を 上 回 っ て お り， そ の 振 幅

は， 年 々 大 き くな っ て い る。 ま た， 目黒 区 は ，1980年 ま で は 夜 間 人 口 が 昼 間 人 口 を上

回 っ て い た が ，1980年 に ほ ぼ均 等 に な り，1980年 以 降 は昼 間 人 口 が 夜 間 人 口 を上 回 る

転 換 現 象 が 見 られ る。 こ れ は明 らか に 目黒 区 の機 能 が ， そ れ ま で の住 宅 地 区か ら業 務 地

区へ の 転 換 を果 た しつ つ あ る こ と を示 して い る。 残 りの 世 田谷 か ら町 田市 まで は， 夜 間

人 口が 昼 間人 口 を上 回 るか ， ほ ぼ等 しい。 この こ とか ら都 心 の 業 務 地 区 に就 業 す る 人 々

の 住 宅 地 区 に な っ て い る こ とが わ か る。 こ れ ら の こ と か ら， 都 心 か ら10km圏 位 まで

が 業 務 地 区 を構 成 して い る もの と考 え られ る。

 ⑤ 北 西 方 向(西 武 線)

 図9-5か ら， 他 方 向 と同 じ よ う に， 戦 前 段 階 に つ い て 見 て み る と，1920年 か ら

1945年 に か け て 減 少 す る 千 代 田 区 ，震 災 に よ る 人 口 減 少 を 示 さず ， ほ ぼ 定 常 状 態 で

1940年 に ピー ク を迎 え ，1945年 に急 減 す る 文 京 区 ，1920年 か ら1940年 に 向 け て 急 増

し，1945年 にか け て急 減 す る豊 島 区， そ して1920年 か ら人 口 も少 な く漸 増 を 示 す 練 馬

区 か ら所 沢 市 の 市 区 に分 け られ る。
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            近代東京の都市空間の形成と拡大

 戦後も，他の場合と同様に，1945年 以降人口増加を示 しなが ら，1955年 ～1965年 に

かけて人口増加のピークを迎え，それ以降人口減少を示す千代田区 ・文京区 ・豊島区の

3区 と，1950年 ～1970年 に人口急増を示す練馬区，そ して20km圏 を越えて，着実な

増加を示す小平市 ・東村山市 ・所沢市の3市 に分けられる。

 図10-5で は，昼間人口が夜間人口を上回るグループと，夜間人口が上回るグルー

プに大別できる。前者に属するのは千代田区，文京区，豊島区の3区 で，後者に属する

のは残 りの文京区である。このことから豊島区と練馬区が，業務地区と住宅地区の境界

となってお り，その距離は都心からほぼ10㎞ 圏になる。

 ⑥ 北西方面(都 営三田線 ・東武東上線)

 図9-6か ら分析すると戦前段階では，1920年 か ら1945年 にかけて減少する千代田

区，震災による影響を受けずに1940年 に戦前のピークを迎えた板橋区，人口の増減が

ほとんど見られない和光市，志木市，上福岡に分けることが出来る。

 戦後は，1955年 に人口増加のピークを迎え，それ以降減少 していく千代田区，1965

年に向けて人口が急増する板橋区，1955年 か ら現在 にかけて漸増す る和光市，志木

市，上福岡市の3市 に分けることが出来る。

 図10-6で は，昼間人口が夜間人口を上回る区と，夜間人口が昼間人口を上回る区

に分類できる。前者 は千代田区，文京区，豊島区で，後者に属す るのは，板橋区であ

る。

 このことか ら，豊島区と板橋区が業務地区と住宅地区の境界である。その距離は，西

武線と同様にほぼ10㎞ 圏である。

 ⑦ 北 方 面(東 北 線 ・高 崎 線)

 図9-7に つ いて も， 他 の 方 面 と 同様 に分 析 す る と， 戦 前 段 階 で は1920年 か ら1945

年 に か け て 減 少 す る 千 代 田 区， 台 東 区 の2区 ， 震 災 の 被 害 を受 け ず 人 口が 急 増 す る北

区， 漸 増 す る川 口市 ， 浦 和 市 ， 大 宮 市 の3市 ， ほ と ん ど変 化 を見 せ な い蓮 田市 ， 小 山市

の2市 と，4つ の パ ター ンが 見 られ る。

 戦 後 に な る と，1945年 以 降 人 口 増 加 を示 し なが ら， 以 降1955年 か ら1960年 に か け

て 人 口 増 加 の ピ ー ク を迎 え る 千 代 田 区 ， 台 東 区 の2区 ， な お か つ こ れ ら の 区 は戦 前 の

ピ ー ク を 越 え て い な い。1965年 に ピ ー ク を 迎 え ， な お か つ 戦 前 の ピ ー ク を 上 回 る 北
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区，戦災の影響を受けず，現在に至るまで着実に人口増加を示す川口市，浦和市，大宮

市の3市 ，戦後1960年 以降漸増する蓮田市，小山市の4パ ター ンに分けることが出来

る。

 図10-7で は，昼間人口が夜間人口を上回るグループと，夜間人口が昼間人口を上

回るグループに分けることが出来るが，前者は千代田区，台東区の2区 で，年々振幅が

大きくなっている。後者は，北区であるが，年々振幅は小さくなっている。これは住宅

地区から次第に業務地区への転換の可能性 を示唆している。この地区では今後，昼間人

口と夜間人口の差が逆転する可能性を持っている。この方面の業務地区と住宅地区の境

界線は，10km圏 内の北区から次第に10 km圏 を越えてい くものと思われる。

 ⑧ 北東方面(常 磐線)

 図9-8に ついても同様に見て行 くと，戦前については，1920年 から1945年 にかけ

て減少する千代田区をはじめ，震災による人口減少を示さずに急増する荒川区，足立区

の2つ のパターンがある。荒川区と足立区の人口増加は，都心部での震災による被災者

の受け入れ先となったためである。

 戦後についてみると，1945年 以降人口増加を示しなが ら，1955年 ～1960年 にかけて

人口増加のピークを迎え，それ以降人口減少 を示す千代田区，台東区，荒川区の3区

と，1970年 ～1990年 にかけてピークを迎える足立区，松戸市，柏市の3市 区に分ける

ことが出来る。

 図10-8で は，昼間人口が夜間人口を上回るグループと，昼間人口と夜間人口とほ

とんど変化を見せないグループ，夜間人口が昼間人口を下回るグループに分けることが

出来る。昼間人口が夜間人口を上回るのは千代田区，昼間人口と夜間人口がほとんど変

化を見せないのは荒川区，そして夜間人口が昼間人口を上回るのが足立区である。この

ことから荒川区と足立区が業務地区と住宅地区の境界となっていることがわかる。その

距離は都心から6㎞ 圏～10km圏 の範囲である。

 以上，路線別の拡大状況を人口増減と昼夜間人口差から検討 してきたが，これらをま

とめると次のように整理することが出来る。

1.千 代田区 ・中央区の都心部は，すでに1920年 段階で人口のピークを迎えており，

  戦前段階では，震災 と戦災の2度 にわたる災害の影響を受けて人口は1945年 に急
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            近代東京の都市空間の形成 と拡 大

 減 し，戦 後 に 人 口 は増 加 す るが ， 戦 前 の ピ ー ク に まで 回復 す る こ と は なか った 。

2.千 代 田 区 ・中央 区 に 隣接 す る港 区 ・文 京 区 ・台 東 区 は， 千 代 田 区 ・中央 区 と ほぼ 類

 似 した傾 向 を示 す が ， 戦 前 期 に1920年 を 若 干 超 え る 人 口 に な っ た あ と，1945年 に

 急 減 す る。1945年 か ら人 口 は増 加 し，1960年 に 戦 後 の ピー ク を迎 え た あ と， 人 口

 減 少 に転 じて い る。 戦 後 の ピ ー クの 人 口 は， 戦 前 の そ れ を上 回 る こ と は なか った 。

3.墨 田 区 ・江 東 区 ・荒 川 区 は，1920年 か ら1940年 にか け て 人 口急 増 を 示 す が ，1945

 年 に急 減 す る。 その 後 ，1945年 か ら1960年 ・1965年 にか けて 人 口が 増 加 して ピー

  ク を迎 え る が ，戦 前 の ピ ー ク を上 回 っ て い な い。

4.港 区 ・文 京 区 ・台 東 区 に 隣接 す る 品川 区 ・大 田 区 ・新 宿 区 ・渋 谷 区 ・目黒 区 ・豊 島

  区 ・北 区 の7区 は，1920年 か ら1940年 にか け て 人 口 が 急 増 し，1945年 に一 旦 急 減

 す るが ，1945年 か ら1960年 ・1965年 にか けて 再 び急 増 して ピー ク を迎 え る。 この

 人 口 の ピ ー ク は， 戦 前 の ピ ー ク を上 回 っ て い る。

5.杉 並 区 ・世 田 谷 区 ・板 橋 区 ・足 立 区 ・葛 飾 区 ・江 戸 川 区 の6区 は，1920年 か ら

 1940年 に か け て 人 口 が急 増 し， そ の後1945年 に 減 少 す る もの の ， 大 き な減 少 を示

  さ な い 。1945年 か ら1970年 代 お よ び1980年 にか け て 人 口 が 再 び 急 増 し ピ ー ク を

 迎 え る。 こ の ピ ー ク は， 戦 前 の ピー ク を大 き く上 回 って い る。 戦 前 の 資 料 が ない の

 で， 詳 細 は定 か で は な いが ， 練 馬 区 も同 様 な特 徴 を示 す もの と考 え られ る。

6.昼 夜 間人 口差 で み る と， 下 の よ う に大 き く4つ の タ イ プ に分 け る こ とが で き る。

① 昼 間 人 口が 夜 間人 口 を上 回 る タ イ プ

② 夜 間人 口が 昼 間人 口 を上 回 る タ イ プ

③ 昼 間人 口 と夜 間人 口が ほぼ 等 しい タ イ プ

④ 昼 夜 間人 口差 が 変 化 した タ イ プ

7.① の タ イ プ に 該 当 す る 市 区 は， 都 心 部 を 構 成 す る10区 で あ る 。 この う ち， 千 代

 田 ・中央 ・港 ・新 宿 ・渋 谷 の5区 は 昼 間 人 口 と夜 間 人 口 の 差 は 極 め て 大 きい が ， 墨

 田 ・江 東 の2区 は小 さ い。 両 者 の 中 間 に文 京 ・台 東 ・豊 島 の3区 が 位 置 して い る。

8.② の タ イ プ に該 当す る市 区 は， 中 野 ・世 田谷 ・杉 並 ・練 馬 ・板 橋 ・足 立 の6区 と，

 調 布 ・小 金 井 ・狛 江 ・東 村 山 ・小 平 ・町 田 の6市 の 計12市 区 で あ る。 この う ち，

 都 心 部 の10区 に隣 接 す る6つ の 区 部 は， 昼 夜 間 人 口 差 の振 幅 が 大 き く， こ れ らの

 外 側 に位 置 す る6つ の 市 部 は 小 さい 。 ① の 地 域 は 業 務 地 区 で あ り， ② の 地 区 は 住 宅

 地 区 と位 置 づ け られ ， 両 者 の 境 界 は ほ ぼ10km圏 で あ る。
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9.③ のタイプに該当する市区は，荒川区と武蔵野 ・府中 ・田無 ・八王子の4市 の計5

  市区である。

10.④ のタイプは品川 ・大田 ・目黒の3区 で，このうち品川区は昼夜間人口差がほぼ等

  しい状態から，1975年 あたりを契機に昼間人口が夜間人口を顕著：に上回るように

  なる。大田区は1970年 頃まで夜間人口が昼間人口を上回っていたが，それ以降，

  昼夜間人口差がほぼ等しくなる。目黒区は当初夜間人口がやや昼間人口を上回って

  いた状態から，1975年 頃から昼夜間人口差が等 しくなり，さらに1990年 頃か ら昼

  間人口が夜間人口をやや上回るようになる。これらの3つ の区は，いずれも①の都

  心部の区部に隣接し，市街地の膨張によってこのような変化 を示したものと考えら

  れる。

                                 (以下次号へ続く)

注

1) 本論文での市街地 とは，20万 分の1地 勢図で，市街地 とされている部分 を指す。

2)建 築基準法 に よると建 築法規で は60m以 上，一般 には100mを こえ るものを超高層 と言

 う。
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